
 
 
 
 
 
 
 

 

ラフテレーンクレーンの補助ジブ格納時に、補助ジブを落下させる事故がありました。 

ご使用の皆様には下記事故例をご参考に、補助ジブ格納作業時は充分注意をお願い致します。 

事故発生状況 

 ラフテレーンクレーンの補助ジブの格納作業中、ジブフートピン 2 本を抜いたところで作業が一時 

 中断した。作業再開後、格納ブラケットにジブフートピンを差すのを忘れメインブームを伸ばした

ところ、補助ジブのフート側が落下した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故発生原因 

(1) ジブフートピンを 2 本同時に外した後、補助ジブ格納作業を中断した。 

(2) 作業中断後、ジブフートピンを格納ブラケットに装着しないままメインブームを伸ばした為、

メインブームから補助ジブが外れ、落下した。 

 

この事故の対策要点 

補助ジブの装着や格納作業時には、 

(1) ジブフートピンを 1 本ずつ差し換える。 

(2) 作業の開始から完了までは、一連の作業を中断しない環境を整える。 

 

 詳細は取扱説明書をご参照ください。                様式（S-068-01） 

ラフテレーンクレーンの補助ジブ格納時の注意 

1 ジブフートピン

を抜いた 

2 格納ブラケット 

に差し忘れた 

3 メインブーム 

 を伸ばした 

4 ジブが落下した 

No.0021 



 

補助ジブ落下防止の実例として施工例をまとめましたので下記にて紹介します。 

 

 実例について施工に関するお問い合わせは弊社各支店、営業所までご連絡ください 

 

・ 実例 1  注意銘板を貼り付ける。 

 

 

 

 

 

         ジブフート部に注意銘板を貼り付け、注意を促します。 

 

 

 

   貼り付け参考例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（L） 

・ 実例 2  ジブフートピンにワイヤを取り付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジブフートピンにワイヤを取り付け、格納リンクとジブフートの中間に支点を

置くことで、ジブフートピンの差し忘れを防止します。 

（使用ワイヤ ステンレスワイヤロープ 7×7 φ2.5mm 破断荷重 400 ㎏以上） 

                      

 

 

 

 

 

   

                             25 トンクラス長さ 2200mm 

      L 長さ     35 トンクラス長さ 2300mm 

                       50 トンクラス長さ 2400mm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

格納リンクとジブフートの中間にワイヤの支点を置く  



・ 実例 3  ジブ振り出し格納チェックシートに記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジブ張り出し格納時にチェックシートを記入することで、手順ミスを無くします。 

 

 

 

サンプル 


